
「体罰に係る実態把握調査」中間報告（第２回） 
義務教育課  
高校教育課 
特別支援教育課 
スポーツ課 

１ 実態把握調査の目的 
県独自の調査項目を設け、調査方法等についても適正を期して実施し、児童生徒に対する体罰

の実態を把握し、学校から体罰を根絶する。 
 
２ 実態把握調査の調査対象期間 

平成24年度（H24.4～H25.3） 

平成23年度以前  教育職員：現任校在職期間（過去 3年間）  

児童生徒、保護者：平成 24年度以前の在学期間 
 
３ 提出された調査票数  
（１） 各学校に提出された調査票の枚数  

 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 合  計 

教育職員（枚） 
8,426 5,045  4,487 1,594 19,552 
(100%) (100%) (99.6%) (100%) (99.9%) 

児童生徒（枚） 
106,021 45,291 35,859  1,767 188,938 
(89.7%) (74.6%)  (72.5%) (70.1%) (81.8%) 

保 護 者（枚） 
88,386 43,410 35,528  1,938 169.262 
(74.8%) (71.5%)  (71.8%) (76.9%) (73.3%)   

 合 計（枚） 
202,833 93,746 75,874 5,299 377,752 
(82.8%) (74.1%) (73.4%)  (79.9%) (78.5%) 

＊（ ）は、調査対象者数に対する提出された調査票数の割合（%） 

 

（２） 上記の他、県教育委員会と企画部次世代サポート課に、直接提出された事案数 

 義務教育課 高校教育課 特別支援教育課 スポーツ課 次世代サポート課 合  計 

事案数（件） 96 3 3    7  14 123 

＊123件の事案については、別途調査中。 

 

４ ３について各事案を調査した上で、同一事案をまとめ件数化した数 

 A B C D 

 ３の同一事案をまと

めて件数化した数 

A のうち、体罰と確

認した数 

A のうち、体罰では

ないと確認した数 

Aのうち、現在調査

中の数 

 H24年度

以降 

H23年度 

以前 

H24年度 

以降 

H23年度 

以前 

H24年度 

以降 

H23年度 

以前 

H24年度 

以降 

H23年度

以前 

小学校 1,363 790 4(1) 6(-) 67 48 1,292 736 

中学校 559 371 17(11) 13(-) 43 24  499 334 

高等学校 138 114 8(5) 0(-) 6 2 124 112 

特別支援学校 57 18 0(0) 0(-) 33 5 24 13 

合計（件） 2,117 1,293 29(17) 19(-) 149 79 1,939 1,195 

      ＊（ ）は、前回発表した数。中学校における外部コーチの事案２件も含まれている。 



５ 調査結果の概要   
別紙 

 

６ 調査結果から 
（１）前回の調査結果を基に、各事案ごとに聞き取りを行い同一事案をまとめた結果、「体罰あり」

及び体罰に関する書き込みのあった件数は、24年度以降が 2,117件、23年度以前が 1,293件で

あった。その内、体罰と確認した教育職員に関する件数は、24年度以降が 27件（前回発表の15

件を含む）、23 年度以前が 19 件であった。また、体罰ではないと確認した数は、24 年度以降が

149件、23年度以前が79件であった。 

（２）調査票数より事案件数が少なくなっているのは、同一事案について複数の児童生徒、保護者が

書き込みをしている場合が多かった理由による。 

（３）調査票数より件数が多くなっているのは、１枚の調査票に複数の事案が書き込まれている場合

があったことによる。 

 

７ 今後の予定 
体罰に該当するか現在調査中の事案（24年4月以降 1,939件、23年度以前 1,195件）は、体罰事

案にあたるか確認していく。 

 

８ 問い合わせ先 
 

教育委員会事務局 義務教育課 

課長：笠原 千俊 

担当：柳澤 厚志、兒玉 順夫 

電話：026-235-7426（直通） 

026-232-0111（内線4343） 

FAX :026-235-7494 

ﾒｰﾙ :gimukyo@pref.nagano.lg.jp 

教育委員会事務局 高校教育課 

課長：田中 正吉 

担当：菅沼 尚、本多 健一 

電話：026-235-7430（直通） 

026-232-0111（内線4364） 

FAX :026-235-7488 

ﾒｰﾙ :koko@pref.nagano.lg.jp 

教育委員会事務局 特別支援教育課 

課長：成沢 弘治 

担当：和田 英夫、伊藤 潤 

電話：026-235-7456（直通） 

026-232-0111（内線4372） 

FAX :026-235-7494 

ﾒｰﾙ :tokubestu-shien@pref.nagano.lg.jp 

教育委員会事務局 スポーツ課 

課長：原 一樹 

担当：加瀬 浩明 

電話：026-235-7448（直通） 

026-232-0111（内線4465） 

FAX :026-235-7476 

ﾒｰﾙ :sports-ka@pref.nagano.lg.jp 

 



１　調査件数

（１）　「体罰あり」と回答があった調査票数（枚数）と学校数（校数）

H24年
度以降

H23年
度以前

H24年
度以降

H23年
度以前

H24年
度以降

H23年
度以前

H24年
度以降

H23年
度以前

H24年
度以降

H23年
度以前

196 197 656 531 831 678 1,683 1,406 231 198

124
（119）

107
（105）

329
（311）

276
（271）

491
（470）

425
（417）

944
（900）

80８
（793）

118 86

45 9 79 43 37 14 161 66 54 31

47 2 5 8 5 8 57 18 15 9

412 315 1,069 858 1,364 1,125 2,845 2,298 418 324

H24年
度以降

H23年
度以前

H24年
度以降

H23年
度以前

H24年
度以降

H23年
度以前

H24年
度以降

H23年
度以前

1,363 790 4(1) 6(-) 67 48 1,292 736

559 371 17(11) 13(-) 43 24 499 334

138 114 8(5) 0(-) 6 2 124 112

57 18 0(0) 0(-) 33 5 24 13

2,117 1,293 29(17) 19(-) 149 79 1,939 1,195

特別支援学校

（１）の同一事
案をまとめて件

数化した数
（件）

Aのうち、現
時点で体罰
と確認した数

（件）

Aのうち、体
罰ではないと
確認した数

（件）

Aのうち、現
在調査中の

数（件）

合計（件）

中学校

高等学校

児童生徒の
調査票数（枚）

保護者の
調査票数（枚）

学校数（校）

合計（枚）

特別支援学校

教育職員の
調査票数（枚）

小学校

中学校

高等学校

A B C D

（２）　（１）を件数化した数（件数）

＊（　　）内は前回発表した数、以下同様

＊（　）は、前回発表の数字

＊小中学校については、同一教員が複数の事案に関わってい
る場合は、別事案として件数化した。
＊前回の調査以後、更に聞き取りを重ね、
A：前回調査の調査票について、同一事案をまとめて件数化した
数字
B：有形力の行使等があり明らかに体罰であると確認した件数
C：「正当防衛及び正当行為」や、「教師の言動に対する意見」等
明らかに体罰ではないと確認した件数
D:体罰事案となるか否か更に調査を重ねる必要のある件数
Dの中には、記述が曖昧で調査不可能と思われるものや有形力
の行使はなく体罰と断定できないもの等も含まれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙　「体罰に係る実態把握調査」中間報告（第2回）　調査結果の概要

調査票
合計枚数（枚）

小学校

＊学校数は、教育職員、児童生徒、保護者の調査票の、いずれ
かに、　「体罰あり」及び体罰に関する書き込みがあった学校の
数。

＊同一の調査票に異なる年度の内容が記載されている場合や
同一の事案が複数の調査票に記載されている場合があるの
で、H24.4以降について、記載のあった学校と、H23年度以前に
ついて記載のあった学校が重複している場合もある。また調査
票の枚数と事案数も一致しない。

＊中学校の欄の数字が前回より多尐増えているのは、前回の
調査以後、追加の回答があったことによる。

＊前回の調査以後、同一の調査票に異なる年度の内容が記載
されている場合や同一の事案が複数の調査票に記載されてい
る場合のもの、H24年度以降について、記載のあった学校と、
H23年度以前について記載のあった学校が重複している場合等
について、聞き取りの上で整理し、件数化した。
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（１）　１－（２）Bのうちわけ（人）

①教育職員 ②部活動外部コーチなど ①教育職員 ②部活動外部コーチなど

校長
教頭

担任
部活動
顧問

その他
の教員

小 4(1) 小 小 小

中 2(2) 8(4) 4(3) 中 中 中

高 1(1) 6(3) 1(1) 高 高 高

特支 - - - - 特支 特支 特支

合計 0 7(4) 14(7) 5(4) 26(15) 人 合計 2(2) 人 合計 78(51) 人 合計 4(4) 人

（３）　体罰の態様

　①　教育職員が行った体罰の態様（事案数）

小

中

高

特支

合計 4(2) 件 0(0) 件 2(2) 件 1(1) 件 5(2) 件 14(8) 件 26(15) 件

　②　部活動外部コーチが行った体罰の態様（事案数）

小

中

高

特支

合計 0 件 0 件 1(1) 件 0 件 0 件 1(1) 件 2(2) 件

合計

0(0)

2(2)

部活動外部
コーチなどに

-

1(1)

その他

その他

1(0)

10(5)

投げる・転倒させる

1(1)

1(1)

素手で殴る

合計

4(1)

3(3)

1(1)

1(1)

5(2)

2(0)

14(9)

8(5)

0(0)

棒などで殴る 蹴る

0(0)

殴る及び蹴る等

2(2)

殴る及び蹴る等蹴る素手で殴る 棒などで殴る

0(0)

２　学校、市町村教委、県教委が、体罰と確認した事案（H24年度以降発生）の詳細

投げる・転倒させる

合計

4(1)

14(9)

8(5)

0

（２）　被害を受けた児童生徒数（人）

2(2)

11(1)

46(36) 4(4)

部活動外部
コーチなど

21(14)

教育職員に
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（４）　被害の状況

　①　教育職員の体罰を受けた児童生徒の被害状況（事案数）　

死亡
骨折･捻
挫など

鼓膜
損傷 外傷

打撲
（頭）

打撲
（顔）

打撲
（足）

打撲
（その他）

鼻血
髪を切
られる

その他
傷害
なし

小 4(1)

中 1(1) 1(1) 2(2) 10(5)

高 8(5)

特支

合計 0 0 0 1(1) 0 0 1(1) 0 2(2) 0 0 22(11) 26(15) 件

　②　部活動外部コーチの体罰を受けた児童生徒の被害状況（事案数）

死亡
骨折･捻
挫など

鼓膜
損傷

外傷
打撲
（頭）

打撲
（顔）

打撲
（足）

打撲
（その他）

鼻血
髪を切
られる

その他
傷害
なし

中 2(2)

高

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2(2) 2(2) 件

8(5)

合計

0

4(1)

14(9)

0

合計

2(2)

＊体罰を受けた児童生徒が複数で、そ
れぞれの体罰の態様が異なる場合は、
その内の主な一つを明記。
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（１）　１－（３）のうちわけ（件数）

①教育職員 ②部活動外部コーチなど ①教育職員 ②部活動外部コーチなど

校長･
教頭

担任
部活動
顧問

その他
の教員

小 6 小 小 小

中 1 5 1 中 中 中

高 高 高 高

特支 特支 特支 特支

合計 0 7 5 1 13 人 合計 0 人 合計 27 人 合計 0 人

（３）　体罰の態様

　①　教育職員が行った体罰の態様（件数）

小

中

高

特支

合計 5 件 1 件 1 件 1 件 1 件 4 件 13 件

　②　部活動外部コーチが行った体罰の態様（件数）

小

中

高

特支

合計 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件

0

1 1

部活動外部
コーチなど

7

2

0

合計

３　今回の調査で、学校、市町村教委、県教委が、体罰と確認した事案（H23年度以前発生）の詳細

17

0

0

部活動外部
コーチなどに

2 6

3 1 1 2 7

0 10 0

6

素手で殴る 棒などで殴る 蹴る 投げる・転倒させる 殴る及び蹴る等 その他

0

0 0

素手で殴る 棒などで殴る 蹴る 投げる・転倒させる 殴る及び蹴る等 その他 合計

0

0

0

合計

（２）　被害を受けた児童生徒数（人）

教育職員に
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（４）　被害の状況

　①　教育職員の体罰を受けた児童生徒の被害状況（事案数）　

死亡
骨折捻
挫など

鼓膜
損傷

外傷
打撲
（頭）

打撲
（顔）

打撲
（足）

打撲
（その他）

鼻血
髪を切
られる

その他
傷害
なし

小 2 2 2

中 1 1 1 1 3

高

特支

合計 0 1 0 2 2 0 0 1 1 0 3 3 13 件

　②　部活動外部コーチの体罰を受けた児童生徒の被害状況（事案数）

死亡
骨折捻
挫など

鼓膜
損傷

外傷
打撲
（頭）

打撲
（顔）

打撲
（足）

打撲
（その他）

鼻血
髪を切
られる

その他 傷害なし

中

高

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件

４　学校、市町村教委、県教委が、今回の調査で体罰と確認した事案（教育職員）の処分等の状況（件数）

（１）　H24年度以降の処分状況（件数） （２）　H23年年度以前の処分状況（件数）

26(15) 件 13 件

５　その他（学校管理下外の活動）

合計

3(3) 6(3)

4(1)

14(9)中学校 5(3)

3(0)

懲戒処分

5 2

合計 9(7) 5(5) 12(3)

同一事案をまとめた件数

８（７）

体罰ありと情報
があった件数

7

Ｈ24年度以降 Ｈ23年度以前

体罰ありと確認した件数

0

Ｈ24年度以降 Ｈ23年度以前

0 0

0

3(3) 2(2) 3(0) 8(5)

体罰ではないと確認した件数

2

Ｈ24年度以降 Ｈ23年度以前

2 0

3 1

6 5 2

高等学校

特別支援学校

6

合計

6

7

0

0

合計

指導上の措置 検討中

0

0

小学校 2小学校

4 2 1

合計

中学校

現在調査中の件数

高等学校

特別支援学校

1(1)

5

Ｈ24年度以降 Ｈ23年度以前

3 2

＊体罰を受けた児童生徒が複数で、そ
れぞれの体罰の態様が異なる場合は、
その内の主な一つを明記。

懲戒処分 指導上の措置 検討中 合計

0

0

7
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